
























































































































































































・MP 関節押付：MP 関節（足指の付け根の関節図 3）でのスリッパ上部への押付
・IP・PIP 関節押付：IP・PIP 関節（足指の関節）でのスリッパ上部への押付
・ずれ落ち阻止：地面とスリッパ底面の角度を極力小さくして前方へのずれ落ちを阻止
これらの特徴を被験者ごとにまとめた（表 2）。被験者 1～3 は MP 関節押付または IP・PIP 関
節押付を行っている。被験者 4～7 は、これらの特徴が見られない代わりにスリッパ底面角度が











 実験結果から、スリッパの脱離阻止行動には 2 つのタイプがあると言える。被験者 1,2,3 を
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表 2 脱離阻止行動の特徴
○：該当あり  ×：該当なし
被験者
NO 
MP 
関節押付 
IP・PIP 
関節押付
判別に使用した画像
スリッパ底面
角度見かけ
1 ○ ○

47°
2 ○ ○

36°
3 ○ ×

37°
4 × ×

21° 
5 × ×

20° 
6 × ×

14° 
7 × ×

10° 
MP 
IP･PIP 
スリッパ 
底面角度 
MP 
MP 
IP･PIP 
－ 127 －
